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輝
か
し
い
新
春
を
市
民
の
み
な
さ
ま
と
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
元
旦
に
能
登
半
島
沖
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
被
災
し
ま
し
た
。
発
災
早
々
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
あ
た
た

か
い
善
意
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
復
旧
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
、
現
在
も
避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
な
ど
で
紛
争
が
続
い
て
お
り
、
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
に
心
が
痛
み
、
国
際
協
調
と
安

全
保
障
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
名
寄
市
に
は
、
昨
年
11
月
末
時
点
で
１
２
１
人
の
外
国
人
が
在
住
し
て
お
り
ま
す
。
市
民

が
日
本
の
歴
史
や
文
化
、
ふ
る
さ
と
名
寄
に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
異
国
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
も
理
解
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
幸

せ
と
市
政
の
発
展
、
さ
ら
に
は
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
台
湾
や
カ
ナ
ダ
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
と
の
国
際

交
流
、
人
的
交
流
の
場
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
保
障
の
重
要
な
役
割
を
担
う
名
寄
駐
屯
地
も
名
寄
市
に
と
っ
て
は
重
要
な
存
在
で
す
。
大
橋
地
区
に
あ
る
旧
公
設
市

場
跡
地
に
は
新
し
い
自
衛
隊
官
舎
が
建
設
中
で
、
駐
屯
地
内
の
隊
舎
も
今
年
度
以
降
新
築
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
名

寄
駐
屯
地
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
名
寄
市
の
電
子
地
域
通
貨
「
ヨ
ロ
カ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
「
ヨ
ロ
カ
」
は
市
内
経
済
循
環
の
起
爆
剤
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
名
寄
市
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
「
ヨ
ロ
カ
」
の
活
用
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
公
共
交
通
や
行
政
手
続
き
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策
を
進
め
、
市
民
の
利
便
性
向
上
と
行
政
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

　
「
エ
ン
レ
イ
ホ
ー
ル
」
が
誕
生
し
て
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
平
成
27
年
５
月
に
開
館
以
来
、
毎
年
１
０
０
件
を
超
え
る
事
業

が
行
わ
れ
、
２
万
人
を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
実
行
委
員
会
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
地

域
の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
著
名
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
演
劇
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
公
演
は
、
市
外
か
ら
の
誘
客
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
10
周
年
を
記
念
し
た

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
第
２
次
名
寄
市
総
合
計
画
期
間
も
残
す
と
こ
ろ
２
年
強
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
か

ら
２
カ
年
か
け
て
次
の
10
年
先
の
名
寄
市
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
本
年
か
ら
準
備
に
入
り
ま
す
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
政
策
や
、
北
北
海
道
の
中
核
都
市
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
政
策
は
極
め
て
重
要
で
す
。
一
方
で
、
持
続
可
能
な

自
治
体
経
営
の
た
め
に
、
公
共
施
設
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
、
組
織
の
見
直
し
・
統
廃
合
な
ど
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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◆
石
川
県
で
震
度
７
の
地
震
発
生

◆
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
が
開
始

◆
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

　
の
月
探
査
機
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
が
日
本
初
の

　
月
面
着
陸
を
達
成

◆
将
棋
の
藤
井
聡
太
八
冠
が
タ
イ
ト
ル
戦
で

　
20
連
勝
を
達
成

◆
第
33
回
「
北
の
天
文
字
焼
き
２
０
２
４
」

　
が
名
寄
市
旭
東
の「
太
陽
の
丘
」で
、
４
年

　
ぶ
り
に
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
点
火

◆
大
相
撲
春
場
所
で
東
前
頭
17
枚
目
尊
富
士

　
が
１
１
０
年
ぶ
り
の
新
入
幕
優
勝

◆
名
寄
市
立
大
学
に
家
村
昭
矩
新
学
長
就
任

◆
認
定
こ
ど
も
園
「
あ
い
あ
い
」
開
園

◆
名
寄
市
ス
ポ
ー
ツ
み
ら
い
大
志
に
北
海
道

　
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
マ
ス
コ
ッ
ト
の

　
Ｂ
・
Ｂ
を
認
定

◆
市
内
で
ク
マ
の
目
撃
が
相
次
ぎ
、
警
察
が

　
学
校
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
て
パ
ト
ロ
ー

　
ル
を
強
化

◆
天
文
台
職
員
３
人
の
名
前
が
、
そ
れ
ぞ
れ

　
３
個
の
小
惑
星
の
名
と
し
て
国
際
天
文
学

　
連
合
（
Ｉ
Ａ
Ｕ
）
に
登
録
さ
れ
た

◆
パ
リ
の
ロ
ー
ラ
ン
ギ
ャ
ロ
ス
で
行
わ
れ
た

　
テ
ニ
ス
の
全
仏
オ
ー
プ
ン
車
い
す
の
部
、

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
小
田
凱
人
選
手
が
２

　
連
覇

◆
渋
沢
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津
田
梅
子
、
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里
柴
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郎
の
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れ
た

◆
パ
リ
の
ロ
ー
ラ
ン
ギ
ャ
ロ
ス
で
行
わ
れ
た

　
テ
ニ
ス
の
全
仏
オ
ー
プ
ン
車
い
す
の
部
、

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
小
田
凱
人
選
手
が
２

　
連
覇

◆
渋
沢
栄
一
、
津
田
梅
子
、
北
里
柴
三
郎
の

　
新
紙
幣
が
20
年
ぶ
り
に
発
行

◆
中
名
寄
小
学
校
開
校
１
２
０
年
記
念
事
業

　
で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
発
掘

◆
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催

◆
全
国
高
校
野
球
大
会
で
京
都
国
際
高
等
学

　
校
が
初
優
勝

◆
な
よ
ろ
温
泉
サ
ン
ピ
ラ
ー
駐
車
場
に
Ｒ
Ｖ

　
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン

◆
産
業
ま
つ
り
21
年
ぶ
り
に
浅
江
島
公
園
で

　
開
催

◆
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
所
属
の

　
大
谷
翔
平
選
手
が
50
本
塁
打
、
50
盗
塁
達
成

◆
郵
便
料
金
が
30
年
ぶ
り
に
値
上
げ

◆
石
破
内
閣
が
発
足

◆
名
寄
高
校
新
校
舎
「
実
習
棟
」
落
成

◆
名
寄
南
小
学
校
開
校
１
０
０
年
記
念
式
典

◆
オ
ー
ル
名
寄
ロ
ケ
映
画
「
運
命
屋
」
が
全

　
国
公
開 

◆
市
立
総
合
病
院
新
手
術
室
運
用
開
始

◆
第
２
次
石
破
内
閣
が
発
足

◆
女
川
原
発
13
年
ぶ
り
に
再
稼
働

◆
企
画
展
「
名
寄
岩
生
誕
１
１
０
年
記
念
展
」

　
が
開
催

◆
名
寄
消
防
創
立
１
２
０
年
記
念
誌
発
行

◆
健
康
保
険
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の
新
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を
停
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、
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イ
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保
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い
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り

い
え
む
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あ
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の
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０
２
４
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じ
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じ

ふ
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ふ
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そ
う
た

１月２月３月４月５月６月
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輝
か
し
い
新
春
を
市
民
の
み
な
さ
ま
と
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
元
旦
に
能
登
半
島
沖
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
被
災
し
ま
し
た
。
発
災
早
々
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
あ
た
た

か
い
善
意
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
復
旧
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
、
現
在
も
避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
な
ど
で
紛
争
が
続
い
て
お
り
、
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
に
心
が
痛
み
、
国
際
協
調
と
安

全
保
障
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
名
寄
市
に
は
、
昨
年
11
月
末
時
点
で
１
２
１
人
の
外
国
人
が
在
住
し
て
お
り
ま
す
。
市
民

が
日
本
の
歴
史
や
文
化
、
ふ
る
さ
と
名
寄
に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
異
国
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
も
理
解
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
幸

せ
と
市
政
の
発
展
、
さ
ら
に
は
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
台
湾
や
カ
ナ
ダ
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
と
の
国
際

交
流
、
人
的
交
流
の
場
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
保
障
の
重
要
な
役
割
を
担
う
名
寄
駐
屯
地
も
名
寄
市
に
と
っ
て
は
重
要
な
存
在
で
す
。
大
橋
地
区
に
あ
る
旧
公
設
市

場
跡
地
に
は
新
し
い
自
衛
隊
官
舎
が
建
設
中
で
、
駐
屯
地
内
の
隊
舎
も
今
年
度
以
降
新
築
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
名

寄
駐
屯
地
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
名
寄
市
の
電
子
地
域
通
貨
「
ヨ
ロ
カ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
「
ヨ
ロ
カ
」
は
市
内
経
済
循
環
の
起
爆
剤
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
名
寄
市
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
「
ヨ
ロ
カ
」
の
活
用
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
公
共
交
通
や
行
政
手
続
き
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策
を
進
め
、
市
民
の
利
便
性
向
上
と
行
政
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

　
「
エ
ン
レ
イ
ホ
ー
ル
」
が
誕
生
し
て
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
平
成
27
年
５
月
に
開
館
以
来
、
毎
年
１
０
０
件
を
超
え
る
事
業

が
行
わ
れ
、
２
万
人
を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
実
行
委
員
会
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
地

域
の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
著
名
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
演
劇
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
公
演
は
、
市
外
か
ら
の
誘
客
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
10
周
年
を
記
念
し
た

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
第
２
次
名
寄
市
総
合
計
画
期
間
も
残
す
と
こ
ろ
２
年
強
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
か

ら
２
カ
年
か
け
て
次
の
10
年
先
の
名
寄
市
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
本
年
か
ら
準
備
に
入
り
ま
す
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
政
策
や
、
北
北
海
道
の
中
核
都
市
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
政
策
は
極
め
て
重
要
で
す
。
一
方
で
、
持
続
可
能
な

自
治
体
経
営
の
た
め
に
、
公
共
施
設
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
、
組
織
の
見
直
し
・
統
廃
合
な
ど
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
春
を
市
民
の
み
な
さ
ま
と
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
元
旦
に
能
登
半
島
沖
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
被
災
し
ま
し
た
。
発
災
早
々
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
あ
た
た

か
い
善
意
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
復
旧
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
、
現
在
も
避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
な
ど
で
紛
争
が
続
い
て
お
り
、
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
に
心
が
痛
み
、
国
際
協
調
と
安

全
保
障
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
名
寄
市
に
は
、
昨
年
11
月
末
時
点
で
１
２
１
人
の
外
国
人
が
在
住
し
て
お
り
ま
す
。
市
民

が
日
本
の
歴
史
や
文
化
、
ふ
る
さ
と
名
寄
に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
異
国
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
も
理
解
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
幸

せ
と
市
政
の
発
展
、
さ
ら
に
は
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
台
湾
や
カ
ナ
ダ
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
と
の
国
際

交
流
、
人
的
交
流
の
場
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く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
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き
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
保
障
の
重
要
な
役
割
を
担
う
名
寄
駐
屯
地
も
名
寄
市
に
と
っ
て
は
重
要
な
存
在
で
す
。
大
橋
地
区
に
あ
る
旧
公
設
市

場
跡
地
に
は
新
し
い
自
衛
隊
官
舎
が
建
設
中
で
、
駐
屯
地
内
の
隊
舎
も
今
年
度
以
降
新
築
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
名

寄
駐
屯
地
を
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え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
名
寄
市
の
電
子
地
域
通
貨
「
ヨ
ロ
カ
」
が
ス
タ
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ト
し
て
１
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が
経
過
し
ま
し
た
。
「
ヨ
ロ
カ
」
は
市
内
経
済
循
環
の
起
爆
剤
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
名
寄
市
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
「
ヨ
ロ
カ
」
の
活
用
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
公
共
交
通
や
行
政
手
続
き
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策
を
進
め
、
市
民
の
利
便
性
向
上
と
行
政
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

　
「
エ
ン
レ
イ
ホ
ー
ル
」
が
誕
生
し
て
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
平
成
27
年
５
月
に
開
館
以
来
、
毎
年
１
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０
件
を
超
え
る
事
業

が
行
わ
れ
、
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万
人
を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
実
行
委
員
会
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
地

域
の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
著
名
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
演
劇
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
公
演
は
、
市
外
か
ら
の
誘
客
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
10
周
年
を
記
念
し
た

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
第
２
次
名
寄
市
総
合
計
画
期
間
も
残
す
と
こ
ろ
２
年
強
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
か

ら
２
カ
年
か
け
て
次
の
10
年
先
の
名
寄
市
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
本
年
か
ら
準
備
に
入
り
ま
す
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
政
策
や
、
北
北
海
道
の
中
核
都
市
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
政
策
は
極
め
て
重
要
で
す
。
一
方
で
、
持
続
可
能
な

自
治
体
経
営
の
た
め
に
、
公
共
施
設
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
、
組
織
の
見
直
し
・
統
廃
合
な
ど
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
石
川
県
で
震
度
７
の
地
震
発
生

◆
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
が
開
始

◆
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

　
の
月
探
査
機
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
が
日
本
初
の

　
月
面
着
陸
を
達
成

◆
将
棋
の
藤
井
聡
太
八
冠
が
タ
イ
ト
ル
戦
で

　
20
連
勝
を
達
成

◆
第
33
回
「
北
の
天
文
字
焼
き
２
０
２
４
」

　
が
名
寄
市
旭
東
の「
太
陽
の
丘
」で
、
４
年

　
ぶ
り
に
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
点
火

◆
大
相
撲
春
場
所
で
東
前
頭
17
枚
目
尊
富
士

　
が
１
１
０
年
ぶ
り
の
新
入
幕
優
勝

◆
名
寄
市
立
大
学
に
家
村
昭
矩
新
学
長
就
任

◆
認
定
こ
ど
も
園
「
あ
い
あ
い
」
開
園

◆
名
寄
市
ス
ポ
ー
ツ
み
ら
い
大
志
に
北
海
道

　
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
マ
ス
コ
ッ
ト
の

　
Ｂ
・
Ｂ
を
認
定

◆
市
内
で
ク
マ
の
目
撃
が
相
次
ぎ
、
警
察
が

　
学
校
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
て
パ
ト
ロ
ー

　
ル
を
強
化

◆
天
文
台
職
員
３
人
の
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前
が
、
そ
れ
ぞ
れ
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星
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と
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文
学
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（
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Ａ
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に
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さ
れ
た
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パ
リ
の
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ラ
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ギ
ャ
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で
行
わ
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た
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の
全
仏
オ
ー
プ
ン
車
い
す
の
部
、

　
男
子
シ
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グ
ル
ス
で
小
田
凱
人
選
手
が
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連
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◆
渋
沢
栄
一
、
津
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子
、
北
里
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三
郎
の

　
新
紙
幣
が
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ぶ
り
に
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中
名
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小
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１
２
０
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記
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事
業

　
で
タ
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カ
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セ
ル
を
発
掘
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フ
ラ
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ス
・
パ
リ
で
夏
季
オ
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ン
ピ
ッ
ク
、

　
パ
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リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催

◆
全
国
高
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野
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大
会
で
京
都
国
際
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が
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勝

◆
な
よ
ろ
温
泉
サ
ン
ピ
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ー
駐
車
場
に
Ｒ
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パ
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ク
が
オ
ー
プ
ン

◆
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業
ま
つ
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ぶ
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に
浅
江
島
公
園
で

　
開
催

◆
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
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ス
所
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の

　
大
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平
選
手
が
50
本
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打
、
50
盗
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達
成

◆
郵
便
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が
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ぶ
り
に
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上
げ
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破
内
閣
が
発
足

◆
名
寄
高
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落
成

◆
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小
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校
開
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１
０
０
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記
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式
典

◆
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ル
名
寄
ロ
ケ
映
画
「
運
命
屋
」
が
全

　
国
公
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◆
市
立
総
合
病
院
新
手
術
室
運
用
開
始

◆
第
２
次
石
破
内
閣
が
発
足

◆
女
川
原
発
13
年
ぶ
り
に
再
稼
働

◆
企
画
展
「
名
寄
岩
生
誕
１
１
０
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記
念
展
」

　
が
開
催

◆
名
寄
消
防
創
立
１
２
０
年
記
念
誌
発
行

◆
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
を
停
止
し
、
マ

　
イ
ナ
保
険
証
へ
本
格
移
行

◆
石
川
県
で
震
度
７
の
地
震
発
生

◆
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
が
開
始

◆
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

　
の
月
探
査
機
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
が
日
本
初
の

　
月
面
着
陸
を
達
成

◆
将
棋
の
藤
井
聡
太
八
冠
が
タ
イ
ト
ル
戦
で

　
20
連
勝
を
達
成

◆
第
33
回
「
北
の
天
文
字
焼
き
２
０
２
４
」

　
が
名
寄
市
旭
東
の「
太
陽
の
丘
」で
、
４
年

　
ぶ
り
に
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
点
火

◆
大
相
撲
春
場
所
で
東
前
頭
17
枚
目
尊
富
士

　
が
１
１
０
年
ぶ
り
の
新
入
幕
優
勝

◆
名
寄
市
立
大
学
に
家
村
昭
矩
新
学
長
就
任

◆
認
定
こ
ど
も
園
「
あ
い
あ
い
」
開
園

◆
名
寄
市
ス
ポ
ー
ツ
み
ら
い
大
志
に
北
海
道

　
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
マ
ス
コ
ッ
ト
の

　
Ｂ
・
Ｂ
を
認
定

◆
市
内
で
ク
マ
の
目
撃
が
相
次
ぎ
、
警
察
が

　
学
校
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
て
パ
ト
ロ
ー

　
ル
を
強
化

◆
天
文
台
職
員
３
人
の
名
前
が
、
そ
れ
ぞ
れ

　
３
個
の
小
惑
星
の
名
と
し
て
国
際
天
文
学

　
連
合
（
Ｉ
Ａ
Ｕ
）
に
登
録
さ
れ
た

◆
パ
リ
の
ロ
ー
ラ
ン
ギ
ャ
ロ
ス
で
行
わ
れ
た

　
テ
ニ
ス
の
全
仏
オ
ー
プ
ン
車
い
す
の
部
、

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
小
田
凱
人
選
手
が
２

　
連
覇

◆
渋
沢
栄
一
、
津
田
梅
子
、
北
里
柴
三
郎
の

　
新
紙
幣
が
20
年
ぶ
り
に
発
行

◆
中
名
寄
小
学
校
開
校
１
２
０
年
記
念
事
業

　
で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
発
掘

◆
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催

◆
全
国
高
校
野
球
大
会
で
京
都
国
際
高
等
学

　
校
が
初
優
勝

◆
な
よ
ろ
温
泉
サ
ン
ピ
ラ
ー
駐
車
場
に
Ｒ
Ｖ

　
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン

◆
産
業
ま
つ
り
21
年
ぶ
り
に
浅
江
島
公
園
で

　
開
催

◆
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
所
属
の

　
大
谷
翔
平
選
手
が
50
本
塁
打
、
50
盗
塁
達
成

◆
郵
便
料
金
が
30
年
ぶ
り
に
値
上
げ

◆
石
破
内
閣
が
発
足

◆
名
寄
高
校
新
校
舎
「
実
習
棟
」
落
成

◆
名
寄
南
小
学
校
開
校
１
０
０
年
記
念
式
典

◆
オ
ー
ル
名
寄
ロ
ケ
映
画
「
運
命
屋
」
が
全

　
国
公
開 

◆
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立
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合
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院
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室
運
用
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始

◆
第
２
次
石
破
内
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が
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足

◆
女
川
原
発
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年
ぶ
り
に
再
稼
働

◆
企
画
展
「
名
寄
岩
生
誕
１
１
０
年
記
念
展
」

　
が
開
催

◆
名
寄
消
防
創
立
１
２
０
年
記
念
誌
発
行

◆
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
を
停
止
し
、
マ

　
イ
ナ
保
険
証
へ
本
格
移
行
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